
平成19年５月15日 

 

各   位 

会 社 名  日本風力開発株式会社 

代表取締役社長   塚 脇 正 幸 

(コード番号 2766 東証マザーズ) 

問合せ先 管理本部長 小田耕太郎 

（TEL．03－3519－7250） 

 

平成19年3月期業績予想の修正及び平成20年3月期業績予想に関するお知らせ 

 

 平成19年２月14日に公表した平成19年３月期（平成18年４月１日～平成19年３月31日）の業績予

想を下記の通り修正致しましたのでお知らせ致します。 

あわせて、平成20年３月期（平成19年４月１日～平成20年３月31日）の業績予想についてお知ら

せ致します。 

記 

1. 平成 19 年３月期個別業績予想数値の修正（平成 18 年４月１日～平成 19 年３月 31 日） 

（単位：百万円、％） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（A） ６，４００ ８９０ ５２０

今回修正予想（B） ６，９１０ １，１６４ ６４９

増減額（B－A） ５１０ ２７４ １２９

増減率（％） ８．０ ３０．８ ２４．８

（ご参考）前期実績（平成18年３月） ６，７８７ ９０９ ５２５

 

2. 平成 19 年３月期連結業績予想数値の修正（平成 18 年４月１日～平成 19 年３月 31 日） 

（単位：百万円、％） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（A） ７，９００ ８４０ ４８０

今回修正予想（B） ８，０９４ ５３５ ２５５

増減額（B－A） １９４ ▲３０５ ▲２２５

増減率（％） ２．５ ▲３６．３ ▲４６．９

（ご参考）前期実績（平成18年３月） ７，９４２ ７８５ ３８０



 

３．修正の理由 

①平成 19 年３月期個別業績予想数値の修正の理由 

タワー等の売上が予想を上回ったこと及び販売管理費の削減、支払利息の低減効果等により、売上

高、経常利益、当期純利益とも計画比増加となりました。 

②平成 19 年３月期連結業績予想数値の修正の理由 

減価償却の前倒し等） 

会計監査人の指導により、正式運転を開始していない試運転中の風力発電所（税法上の償却資産前

の段階）についても、その試運転期間の減価償却費の計上を会計上は前倒しで行ったこと、また、

昨今の人材市場の動向を踏まえて平成 20 年３月期以降に運転を開始する大型発電所に備えて優秀

なメンテナンスエンジニアなどの人材を先行採用したことによる人件費の増加により販売管理費が

計画を上回りました。 

売電売上） 

平成 20 年３月期以降に運転開始を予定している発電所の開発は順調に進んだものの、既存の風力発

電所においてギアボックスの故障が４基（国内３基、海外１基）発生し、長期間に亘って運転停止

となったことにより既存の風力発電所の売電収入は計画を若干下回りました。（尚、逸失利益に対

しての保険求償については現在保険会社とその可否と対象額を相談しております。） 

また、建設中の発電所におきまして機器不具合によって試運転調整が長期間におよんだことで工事

完了並びに正式運転の開始が遅れたこともあり、当期に運転開始をした風力発電所の売電収入が計

画を下回りました。 

 

以上のことから売上高は計画対比で若干の増加、経常利益、当期純利益は計画比減となりました。 

 

４．平成20年３月期個別業績予想（平成19年4月１日～平成20年3月31日） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

 

中間期 

通 期 

百万円

７，０００

９，４００

百万円

７５０

１,５００

百万円

４００

８５０

 

５．平成20年３月期連結業績予想（平成19年4月１日～平成20年3月31日） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

 

中間期 

通 期 

百万円

８，０００

１１，７００

百万円

４５０

１，１００

百万円

１５０

６００



 

※上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素

を含んでおります。実際の業績等は、業況の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。 

以 上 


